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(57)【要約】
　洗浄機器及び吐水方法であって、洗浄機器は、洗浄時
に内部に水が蓄えられ、槽壁（２１）の上部に吐水口（
８）が設けられた回転可能な洗浄槽（２）と、洗浄槽（
２）の槽壁（２１）に設けられて吐水口（８）と連通す
る吐水案内部材（５）であって、洗浄槽（２）内の水が
上部の吐水口（８）から振り出されて吐水案内部材（５
）の内部に進入すると、下方に水を案内して排出する吐
水案内部材（５）、を含む。当該洗浄機器の吐水案内部
材は洗浄槽の内部と直接連通しており、洗浄槽の内部の
水を下方へと直接案内する。これにより吐水効率が向上
するため、洗浄水が洗浄槽の上端に集中することで洗浄
槽の回転時の平衡に支障をきたすとの事態を回避可能で
ある。よって、洗浄槽の回転がいっそう安定的となり、
且つ、運転時の騒音が更に低下する。また、使用寿命も
より長くなる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　洗浄時に内部に水が蓄えられ、槽壁の上部に吐水口が設けられた回転可能な洗浄槽と、
　前記洗浄槽の前記槽壁に設けられて前記吐水口と連通する吐水案内部材であって、前記
洗浄槽内の水が上部の前記吐水口から振り出されて前記吐水案内部材の内部に進入すると
、下方に水を案内して排出する吐水案内部材、を含むことを特徴とする洗浄機器。
【請求項２】
　更に、止水部を含み、前記止水部は前記吐水口の上方に設けられて水の上昇を堰き止め
ることを特徴とする請求項１に記載の洗浄機器。
【請求項３】
　前記止水部は、バランスリングの下縁により構成されるか、或いは、前記洗浄槽の上部
の開口の径が内側に縮小するよう変化した構造により構成されるか、或いは、前記洗浄槽
の内壁に装着された環状の突出リブにより構成されることを特徴とする請求項２に記載の
洗浄機器。
【請求項４】
　前記吐水案内部材には上から下に向かう導水室が設けられており、上部が前記吐水口と
連通しており、前記導水室の径方向の幅は上から下に向かって徐々に拡大していることを
特徴とする請求項１に記載の洗浄機器。
【請求項５】
　前記吐水案内部材には上から下に向かう導水室が設けられており、上部が前記吐水口と
連通しており、前記導水室における前記洗浄槽から離間する側の側壁は、上から下に向か
って徐々に前記洗浄槽から離間する方向へ傾斜して設けられており、好ましくは、傾斜設
置の角度を０～１０°とし、より好ましくは、傾斜設置の角度を１～３°とすることを特
徴とする請求項１～４のいずれか１項に記載の洗浄機器。
【請求項６】
　前記吐水案内部材は外側ハウジングを含み、前記外側ハウジングは、前記吐水口に対応
する位置において前記洗浄槽の前記槽壁の外側に装着されており、前記洗浄槽の前記槽壁
との間に一定の隙間を有することで下方に水を案内する導水室を形成しており、前記洗浄
槽の前記槽壁の前記吐水口は前記導水室の給水口を構成しており、前記導水室の下部には
排水口が設けられていることを特徴とする請求項１～５のいずれか１項に記載の洗浄機器
。
【請求項７】
　前記吐水案内部材はハウジングを含み、前記ハウジングは前記洗浄槽の前記槽壁の外側
に装着され、前記ハウジング内には下方へ水を案内する導水室が設けられており、前記ハ
ウジングのうち前記洗浄槽と隣接する側には前記吐水口に対応して給水口が設けられてお
り、前記導水室は、前記給水口を通じて前記吐水口と連通しており、且つ下部に排水口が
設けられていることを特徴とする請求項１～５のいずれか１項に記載の洗浄機器。
【請求項８】
　前記洗浄槽は内外２層の前記槽壁を有し、２層の前記槽壁は上端が密封されており、且
つ下端に開口を有しており、内層の前記槽壁の上部には吐水口が備わっており、２層の前
記槽壁の隙間が前記吐水案内部材の導水室を構成していることを特徴とする請求項１～５
のいずれか１項に記載の洗浄機器。
【請求項９】
　前記吐水案内部材は、前記洗浄槽の前記槽壁を折り曲げプレスすることで製造した中空
の導水室を含み、前記導水室における前記洗浄槽に対応する側の上部には給水口が設けら
れており、下部には排水口が設けられていることを特徴とする請求項１～５のいずれか１
項に記載の洗浄機器。
【請求項１０】
　前記吐水口の向きは、前記洗浄槽の径方向に沿って設けられることを特徴とする請求項
１～９のいずれか１項に記載の洗浄機器。
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【請求項１１】
　前記洗浄槽の前記吐水口の下方の前記槽壁及び／又は槽底には開閉可能な吐水機構が設
けられており、前記吐水機構は洗浄過程において封止状態となることを特徴とする請求項
１～１０のいずれか１項に記載の洗浄機器。
【請求項１２】
　前記洗浄槽の前記吐水口の下方の前記槽壁と槽底はいずれも密封状に設けられることを
特徴とする請求項１～１０のいずれか１項に記載の洗浄機器。
【請求項１３】
　前記洗浄槽の前記槽壁の内表面は、下から上に向かって徐々に前記洗浄槽の中心軸から
離間する方向に傾斜して設けられ、好ましくは、傾斜設置の角度を０～１５°とし、より
好ましくは、傾斜設置の角度を１～１０°とすることを特徴とする請求項１に記載の洗浄
機器。
【請求項１４】
　前記吐水案内部材の上部は前記吐水口と直接連通しており、下部は前記洗浄槽の底が位
置する水平面よりも低くまで延伸しており、好ましくは、前記吐水案内部材の下部の排水
口からの排水方向は、下向きとするか、或いは、前記洗浄槽の中心軸から離間する方向に
斜め下向きとすることを特徴とする請求項１に記載の洗浄機器。
【請求項１５】
　前記吐水案内部材の内部には、前記吐水口から径方向に振り出される水の方向を転換し
て下方へと案内する方向転換導水構造が設けられており、好ましくは、前記方向転換導水
構造は、前記吐水口に対応して設けられる下方傾斜面又は円弧状面を少なくとも１つ有す
ることを特徴とする請求項１～１４のいずれか１項に記載の洗浄機器。
【請求項１６】
　更に、前記洗浄槽の下部に装着されて前記洗浄槽から排出された水を収集する集水部を
含み、前記洗浄槽は前記集水部に対し回転可能に設けられ、前記集水部は底壁及び集水槽
を含み、前記吐水案内部材の下端は前記集水槽内まで延伸しており、更に、前記集水部に
は、前記集水槽内の水を排出する排水機構が設けられていることを特徴とする請求項１に
記載の洗浄機器。
【請求項１７】
　前記集水部は、更に、前記底壁の上方に設けられて全周を取り囲む側壁を含み、前記底
壁と前記側壁が前記集水槽を密封状に形成していることを特徴とする請求項１６に記載の
洗浄機器。
【請求項１８】
　前記側壁は、前記洗浄槽が回転して排水する際に前記集水槽内に進入した水が溢れ出さ
ないとの最低高さを満たし、好ましくは、前記側壁の上端は前記洗浄槽の下から１／３の
高さを超えず、より好ましくは、前記側壁の上端は前記洗浄槽の下から１／５の高さを超
えないことを特徴とする請求項１７に記載の洗浄機器。
【請求項１９】
　前記集水部は槽体構造をなしており、前記底壁が槽底であり、前記側壁が周壁であり、
且つダンパーを介して前記洗浄機器の筐体に接続され、好ましくは、前記槽底に環状の凹
溝が設けられており、前記吐水案内部材の下端が前記凹溝内まで延伸しており、前記凹溝
の最も低い箇所に排水口が設けられていることを特徴とする請求項１６～１８のいずれか
１項に記載の洗浄機器。
【請求項２０】
　前記集水槽は前記底壁に設けられる環状の凹溝であることを特徴とする請求項１６に記
載の洗浄機器。
【請求項２１】
　前記吐水案内部材は少なくとも２つとし、各々が独立して前記洗浄槽の周方向に沿って
前記槽壁上に均一に分布していることを特徴とする請求項１に記載の洗浄機器。
【請求項２２】
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　洗浄槽の回転過程において、内部の洗浄水は前記洗浄槽の内壁に沿って上昇し、上部の
吐水口から前記洗浄槽の外部に到達すると、前記洗浄槽上の吐水案内部材によって下方に
案内されて排出されることを特徴とする洗浄水の吐出方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は洗浄の分野に属し、具体的には、洗浄機器及び洗浄水の吐出方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般的に、従来の全自動パルセータ洗濯機は、内槽、外槽、ダンパー及び動力システム
から構成される。洗濯時及び脱水時には、内槽が外槽に対し回転することで衣類と洗浄水
の間に作用が生じ、衣類を洗浄又は脱水するとの目的が達せられる。外槽は内槽の外部に
装着されて内槽を支持する。また、外槽は貯水槽となる。内槽の側壁には排水孔が均一に
配置されており、内槽と外槽を連通させている。洗濯過程では衣類が内槽内に投入され、
２つの槽の水位が同様の高さとなるが、外槽は衣類と接触しない。従来の洗濯機の外槽は
内槽よりも体積が大きいため、内槽と外槽の間に洗浄水が大量に残留し、これらの槽の間
の洗浄液を十分に活用することができない。これにより、洗濯時の水の使用量が増加する
とともに、洗浄時の洗浄液の濃度が低下するほか、洗濯機全体の体積も過度に大きくなっ
てしまう。また、使用から一定の期間が経過すると、外槽の内壁と内槽の外壁に汚れが付
着し、ひいてはカビが発生する結果、洗濯物が汚染される。且つ、槽壁はクリーニングす
ることが難しい。
【０００３】
　こうした状況に対し、改良を行っているメーカーもある。水資源の節約のために、多く
の洗濯機が孔の無い内槽を採用し、内槽と外槽を分離することで、外槽に水を存在させる
ことなく内槽のみに貯水するようにしている。また、内槽の側壁における上端寄りに排水
孔を開設している。この場合、洗濯機の脱水時に、水は遠心力の働きで内槽の内壁へと振
り出され、内槽の内壁に沿って上方へ移動したあと、内槽上端の排水孔から排出される。
これにより、洗濯機の節水効果が向上するとともに、洗剤の使用量も節約される。
【０００４】
　しかし、上記の方案には次のような課題がある。即ち、洗濯機は脱水時に高速回転する
ため、衣類中の水は内槽側壁の排水孔から振り出されると、そのまま外槽の側壁に衝突し
、容易に四方へと飛散する。これにより、外槽の内壁には長期にわたって水が存在するた
め、やはり細菌が繁殖しやすく、環境への配慮には弱い。
【０００５】
　特許文献１は、一槽式の節水型洗濯機を開示している。当該洗濯機は、洗浄槽の槽口に
集水装置が設けられ、集水装置の集水口が洗浄槽に沿って槽口を取り囲んでいる。集水装
置のうち槽口部分に位置する集水室は、洗浄槽の外壁に沿って上から下に対称に配置され
る複数の排水管に接続されている。脱水時には、高速回転により遠心分離された水流を集
水装置が収集し、下方に案内して排出する。当該構造では外槽を省略しているが、洗濯機
の脱水時に洗浄水はまず集水装置に進入する。ところが、集水装置は環状構造をなしてお
り、内部に貯まった洗浄水の下方への排水速度が異なるため、洗浄槽の高速回転時の平衡
が損なわれる。また、洗浄水は集水装置に進入したあと、洗浄槽の下部から中心に集結し
て排出されるため、排水には不利である。このことから、遠心力の働きで集水室に集中し
た水を排出しにくく、洗浄水が洗浄槽の上端に集中する結果、洗浄槽の上部の重量が増大
して、更に平衡が損なわれる。特に、洗浄槽に残留した水が多い場合には、大部分の洗浄
水が集水室内に集中して排出されなくなるため、洗浄槽と外槽の全体の重心が高くなり、
極めて大きな震動及び騒音が発生する。また、脱水モータの動作負荷も増大し、モータが
破損しやすくなる。
【０００６】
　以上に鑑みて、本発明を提案する。
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【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】中国特許出願第９９２３０４５５．５号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明は、従来技術の瑕疵を解消し、洗浄槽の容積を相対的に拡大可能であり、且つ、
脱水時に洗浄槽上方への洗浄水の集中を回避して吐水効率を向上可能な洗浄機器を提供す
ることを解決しようとする技術的課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記の技術的課題を解決するために、本発明で採用する技術方案の基本思想について以
下に述べる。
【００１０】
　洗浄機器であって、洗浄時に内部に水が蓄えられ、槽壁の上部に吐水口が設けられた回
転可能な洗浄槽と、洗浄槽の槽壁に設けられて吐水口と連通する吐水案内部材であって、
洗浄槽内の水が上部の吐水口から振り出されて吐水案内部材の内部に進入すると、下方に
水を案内して排出する吐水案内部材、を含む。
【００１１】
　更に、前記洗浄機器は止水部を含む。止水部は、吐水口の上方に設けられて水の上昇を
堰き止める。
【００１２】
　更に、前記止水部は、バランスリングの下縁により構成されるか、或いは、洗浄槽上部
の開口の径が内側に縮小するよう変化した構造により構成されるか、或いは、洗浄槽の内
壁に装着された環状の突出リブにより構成される。
【００１３】
　上記の構造によれば、吐水口から外部への洗浄水の排出速度が上昇する。また、止水部
が洗浄水の方向を転換して吐水口から排出するよう案内するとの役割を発揮する。
【００１４】
　更に、前記吐水案内部材には上から下に向かう導水室が設けられており、上部が吐水口
と連通している。前記導水室の径方向の幅は上から下に向かって徐々に拡大している。
【００１５】
　更に、前記吐水案内部材には上から下に向かう導水室が設けられており、上部が吐水口
と連通している。前記導水室における洗浄槽から離間する側の側壁は、上から下に向かっ
て徐々に洗浄槽から離間する方向へ傾斜して設けられており、好ましくは、傾斜設置の角
度を０～１０°とし、より好ましくは、傾斜設置の角度を１～３°とする。上記の構造は
、洗浄水の下方への排出速度にとって有利である。これによれば、遠心力の働きを受けて
、洗浄水が導水室内で下方に流動することなく、ひいては逆方向に上方へ向かって吐水口
付近に集中するとの事態が防止される。
【００１６】
　更に、前記吐水案内部材は外側ハウジングを含む。外側ハウジングは、吐水口に対応す
る位置において洗浄槽の槽壁の外側に装着されており、洗浄槽の槽壁との間に一定の隙間
を有することで、下方に水を案内する導水室を形成している。洗浄槽の槽壁の吐水口は導
水室の給水口を構成しており、導水室の下部には排水口が設けられている。
【００１７】
　或いは、前記吐水案内部材はハウジングを含む。ハウジングは洗浄槽の槽壁の外側に装
着され、ハウジング内には下方へ水を案内する導水室が設けられている。ハウジングのう
ち洗浄槽と隣接する側には、吐水口に対応して給水口が設けられている。導水室は、給水
口を通じて吐水口と連通しており、且つ下部に排水口が設けられている。
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【００１８】
　また、或いは、前記洗浄槽は内外２層の槽壁を有している。２層の槽壁は上端が密封さ
れており、下端に開口を有している。内層槽壁の上部には前記吐水口が備わっており、２
層の槽壁の隙間が吐水案内部材の導水室を構成している。
【００１９】
　或いは、更に、前記吐水案内部材は、洗浄槽の槽壁を折り曲げプレスすることで製造し
た中空の導水室を含む。導水室における洗浄槽に対応する側の上部には給水口が設けられ
ており、下部には排水口が設けられている。
【００２０】
　更に、前記吐水口の向きは、洗浄槽の径方向に沿って設けられる。当該構造は洗浄水の
排出に有利であり、上方に向かって排出するような洗浄槽の内部構造と比較して、洗浄水
の振り出し速度を更に上昇させられる。
【００２１】
　更に、前記洗浄槽の吐水口下方の槽壁及び／又は槽底には、開閉可能な吐水機構が設け
られている。当該吐水機構は洗浄過程において封止状態となる。当該構造によれば、まず
洗浄槽内の一部の水を排出してから、残りの洗濯物中の水を洗浄槽の回転時の遠心力を利
用して吐水口から導出可能なため、排水及び脱水の速度が加速する。
【００２２】
　更に、前記洗浄槽の吐水口下方の槽壁と槽底はいずれも密封状に設けられる。
【００２３】
　更に、前記洗浄槽の槽壁の内表面は、下から上に向かって徐々に洗浄槽の中心軸から離
間する方向に傾斜して設けられ、好ましくは、傾斜設置の角度を０～１５°とし、より好
ましくは、傾斜設置の角度を１～１０°とする。当該構造によれば、洗浄槽内の水が槽壁
に沿って上昇する際の速度が上がる。
【００２４】
　更に、前記吐水案内部材の上部は吐水口と直接連通しており、下部は洗浄槽の底が位置
する水平面よりも低くまで延伸している。好ましくは、吐水案内部材下部の排水口からの
排水方向は、下向きとするか、或いは、洗浄槽の中心軸から離間する方向に斜め下向きと
する。
【００２５】
　上記の構造は、吐水案内部材の下部からの洗浄水の排出に有利である。これによれば、
洗浄水が吐水案内部材内に集中することで洗浄槽の重心が高くなり、大きな震動や騒音が
発生したり、洗浄槽を回転駆動させる際の出力負荷が増大したりとの事態を回避可能とな
る。
【００２６】
更に、前記吐水案内部材の内部には、吐水口から径方向に振り出される水の方向を転換し
て下方へと案内する方向転換導水構造が設けられている。好ましくは、方向転換導水構造
は、吐水口に対応して設けられる下方傾斜面又は円弧状面を少なくとも１つ有する。
【００２７】
　上記の構造は、洗浄水を安定的に方向転換させるとの役割を発揮可能であり、洗浄水が
吐水案内部材内で跳ね返り、飛散するとの事態を防止する。これにより、吐水案内部材に
よる下方への導水速度への影響が回避される。
【００２８】
　更に、洗浄槽の下部に装着されて洗浄槽から排出された水を収集する集水部を含む。洗
浄槽は集水部に対し回転可能に設けられる。集水部は底壁及び集水槽を含み、吐水案内部
材の下端は当該集水槽内まで延伸している。更に、集水部には、集水槽内の水を排出する
排水機構が設けられている。
【００２９】
　更に、前記集水部は、底壁の上方に設けられて全周を取り囲む側壁を含み、底壁と側壁
が集水槽を密封状に形成している。
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【００３０】
　更に、前記側壁は、洗浄槽が回転して排水する際に集水槽内に進入した水が溢れ出さな
いとの最低高さを満たす。好ましくは、側壁の上端は洗浄槽の下から１／３の高さを超え
ず、より好ましくは、側壁の上端は洗浄槽の下から１／５の高さを超えない。
【００３１】
　上記の構造によれば、洗浄槽の高速回転時に上部が偏心することで発生する槽との衝突
が回避されるため、洗浄槽の容積を相対的に増大させられる。
【００３２】
　更に、前記集水部は槽体構造をなしており、底壁が槽底であり、側壁が周壁であり、且
つダンパーを介して洗浄機器の筐体に接続される。好ましくは、槽底に環状の凹溝が設け
られている。吐水案内部材の下端は当該凹溝内まで延伸しており、凹溝の最も低い箇所に
排水口が設けられている。
【００３３】
　上記の構造によれば、洗浄水を案内する際の飛散が防止されるため、集水部からの洗浄
水の迅速な排出に有利である。
【００３４】
　或いは、前記集水槽は底壁に設けられる環状の凹溝である。
【００３５】
　更に、前記吐水案内部材は少なくとも２つとし、各々が独立して洗浄槽の周方向に沿っ
て槽壁上に均一に分布している。
【００３６】
　本発明は、更に、吐水効率を向上させる洗浄水の吐出方法を提供する。洗浄槽の回転過
程において、内部の洗浄水は洗浄槽の内壁に沿って上昇し、上部の吐水口から洗浄槽の外
部に到達すると、洗浄槽上の吐水案内部材によって下方に案内されて排出される。
【００３７】
　本発明の洗浄機器には、パルセータ洗濯機、ドラム洗濯機、洗濯乾燥一体機、食器機等
の遠心力によって洗浄水を排出する必要のあるその他の機器が含まれる。
【発明の効果】
【００３８】
　上記の技術方案を用いることで、本発明は従来技術と比較して以下の有益な効果を有す
る。
【００３９】
　本発明の洗浄機器では洗浄槽をそのまま貯水槽としている。そのため、洗浄水の利用率
を向上可能となり、洗浄水の使用量が減少するため、洗浄液の使用量が相対的に減少する
。且つ、外槽で洗浄槽の上半分を取り囲む構造が省略されるため、洗浄槽の体積をより大
きくすることが可能である。これに伴い、洗濯物の量を増加させることもでき、洗浄機器
の容量を拡大するとの目的が達せられる。また、吐水案内部材は洗浄槽の内部と直接連通
しており、洗浄槽の内部の水を下方へと直接案内する。これにより吐水効率が向上するた
め、洗浄水が洗浄槽の上端に集中することで洗浄槽の回転時の平衡に支障をきたすとの事
態を回避可能である。よって、洗浄槽の回転がいっそう安定的となり、且つ、運転時の騒
音が更に低下する。また、使用寿命もより長くなる。
【００４０】
　以下に、図面を組み合わせて、本発明の具体的実施形態につき更に詳細に述べる。
【００４１】
　図面は、本発明の一部として本発明の更なる理解のために用いられる。また、本発明の
概略的実施例及びその説明は本発明の解釈のために用いられるが、本発明を不当に限定す
るものではない。なお、言うまでもなく、以下で記載する図面は実施例の一部にすぎず、
当業者であれば、創造的労働を要することなくこれらの図面から更にその他の図面を得る
ことも可能である。
【図面の簡単な説明】
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【００４２】
【図１】図１は、本発明の洗浄機器の構造を示す図である。
【図２】図２は、本発明の洗浄槽を示す図である。
【図３】図３は、図２のＫ部分の拡大図である。
【図４】図４は、本発明の洗浄機器の吐水原理を示す図である。
【図５】図５は、本発明における吐水案内部材の装着構造を示す図である。
【図６】図６は、本発明における吐水案内部材の装着構造を示す図である。
【図７】図７は、本発明における吐水案内部材の装着構造を示す図である。
【図８】図８は、本発明における吐水案内部材の装着構造を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００４３】
　なお、これらの図面及び文字記載は何らかの方式で本発明の構想の範囲を制限するとの
意図ではなく、特定の実施例を参照して当業者に本発明の概念を説明するためのものであ
る。
【００４４】
　本発明における実施例の目的、技術方案及び利点をより明確とすべく、以下では本発明
の実施例にかかる図面を組み合わせて、実施例の技術方案につき明瞭簡潔に述べる。なお
、以下の実施例は本発明を説明するためのものであって、本発明の範囲を制限するもので
はない。
【００４５】
　本発明の記載において、「上」、「下」、「前」、「後」、「左」、「右」、「垂直」
、「内」、「外」等の用語で示される方向又は位置関係は、図示に基づく方向又は位置関
係であって、本発明の記載の便宜上及び記載の簡略化のためのものにすぎず、対象となる
装置又は部材が特定の方向を有し、且つ特定の方向で構成及び操作されねばならないこと
を明示又は暗示するものではない。よって、本発明を制限するものと理解すべきではない
。
【００４６】
　本発明の記載において、別途明確に規定及び限定しない限り、「装着する」、「連なる
」、「接続する」との用語は広義に解釈すべきである。例えば、固定接続であってもよい
し、取り外し可能な接続であってもよいし、一体接続であってもよい。また、機械的な接
続であってもよいし、電気的な接続であってもよい。更には、直接的な連なりであっても
よいし、中間媒体を介した間接的な連なりであってもよい。当業者であれば、具体的状況
に応じて本発明における上記用語の具体的意味を解釈可能である。
【００４７】
　図１に示すように、本発明の洗浄機器は、筐体１、回転可能な洗浄槽２、吐水案内部材
５及び洗浄槽２を回転駆動させる動力装置３を含む。洗浄槽２の内部には水と洗濯物が投
入される。また、槽壁の上部には吐水口８が設けられている。洗浄槽の吐水口８の下部は
、洗浄過程では封止されて孔無し状態となる。或いは、前記洗浄槽の吐水口８下方の槽壁
と槽底はいずれも密封状に設けられる。吐水案内部材５は洗浄槽２の槽壁に設けられ、吐
水口８と連通している。洗浄槽２内の水が上部の吐水口８から振り出されて吐水案内部材
５の内部に進入すると、吐水案内部材５が水を下方に案内して排出する。
【００４８】
　更に、前記洗浄機器は、吐水口８の上方に設けられる止水部を含む。これにより、水が
上昇し続けるのを堰き止めて、吐水口から水を流出可能としている。前記止水部は、洗浄
槽上部の開口内に装着されるバランスリング７の下縁により構成される（図１参照）。或
いは、止水部は、洗浄槽上部の開口の径が内側に縮小するよう変化した構造により構成さ
れるか（図２参照）、或いは、洗浄槽の内壁に装着された環状の突出リブにより構成され
る（図示しない）。
【実施例１】
【００４９】
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　図２及び図５に示すように、本実施例の前記吐水案内部材５には上から下に向かう導水
室５１が設けられており、上部が吐水口８と連通している。前記導水室５１の径方向の幅
は、上から下に向かって徐々に拡大している。
【実施例２】
【００５０】
　図２に示すように、本実施例の前記吐水案内部材５には上から下に向かう導水室５１が
設けられており、上部が吐水口８と連通している。前記導水室５１における洗浄槽２から
離間する側の側壁は、上から下に向かって徐々に洗浄槽２から離間する方向へ傾斜して設
けられており、傾斜角度ｅが３°である。上記の構造は、洗浄水の下方への排出速度にと
って有利である。これによれば、洗浄槽の遠心力の働きを受けて、洗浄水が導水室内で下
方に流動することなく、ひいては逆方向に上方へ向かって吐水口付近に集中するとの事態
を防止可能である。
【実施例３】
【００５１】
　図３に示すように、本実施例の前記吐水口８の向きは、洗浄槽２の径方向に沿って設け
られている。当該構造は洗浄水の排出に有利であり、洗浄槽の回転による遠心力の働きを
利用する。吐水口８の向きを径方向とすることで、上方に向かって排出するような洗浄槽
の吐水構造と比較して、洗浄水の振り出し速度を更に上昇させられる。
【実施例４】
【００５２】
　図６に示すように、本実施例の前記吐水案内部材５は外側ハウジング５２を含む。外側
ハウジング５２は、吐水口８に対応する位置において洗浄槽の槽壁２１の外側に装着され
ており、洗浄槽の槽壁２１との間に一定の隙間を有することで、下方に水を案内する導水
室５１を形成している。洗浄槽の槽壁２１の吐水口８は導水室５１の給水口を構成してい
る。また、導水室５１の下部には排水口５３が設けられている。
【実施例５】
【００５３】
　図７に示すように、本実施例の前記吐水案内部材５はハウジング５４を含む。ハウジン
グ５４は洗浄槽の槽壁２１の外側に装着されており、ハウジング５４内には、下方へ水を
案内する導水室５１が設けられている。ハウジング５４のうち洗浄槽２と隣接する側には
、吐水口に対応して給水口５５が設けられている。導水室５１は、給水口５５を通じて吐
水口８と連通しており、且つ下部に排水口５３が設けられている。
【実施例６】
【００５４】
　図８に示すように、本実施例の前記洗浄槽２は、内層槽壁２２及び外層槽壁２３を含む
。２層の槽壁は上端が密封されており、下端に開口２４を有している。内層槽壁２２の上
部には前記吐水口８が備わっており、２層の槽壁の隙間が吐水案内部材の導水室５１を構
成している。
【実施例７】
【００５５】
　本実施例の前記吐水案内部材は、洗浄槽の槽壁を折り曲げプレスすることで製造した中
空の導水室を含む。図７の導水室５１の構造を参照すると、導水室における洗浄槽に対応
する側の上部に給水口が設けられており、下部に排水口が設けられている。
【実施例８】
【００５６】
　図１に示すように、本実施例の前記吐水案内部材５の上部は吐水口８と直接連通してお
り、下部は洗浄槽の底が位置する水平面よりも低くまで延伸している。好ましくは、吐水
案内部材５下部の排水口５３からの排水方向は、下向きとするか、或いは、洗浄槽２の中
心軸から離間する方向に斜め下向きとする（図２参照）。当該構造は、吐水案内部材の下
部からの洗浄水の排出に有利である。これによれば、洗浄水が吐水案内部材内に集中する
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ことで洗浄槽の重心が高くなり、大きな震動や騒音が発生したり、洗浄槽を回転駆動させ
る際の出力負荷が増大したりとの事態を回避可能となる。
【実施例９】
【００５７】
　本実施例の前記吐水案内部材５の内部には、吐水口８から径方向に振り出される水の方
向を転換して下方へと案内する方向転換導水構造（図示しない）が設けられている。好ま
しくは、方向転換導水構造は、吐水口に対応して設けられる下方傾斜面又は円弧状面を少
なくとも１つ有する。
【００５８】
　上記の構造は、洗浄水を安定的に方向転換させるとの役割を発揮可能であり、洗浄水が
吐水案内部材内で跳ね返り、飛散するとの事態を防止する。これにより、吐水案内部材に
よる下方への導水速度への影響が回避される。
【実施例１０】
【００５９】
　図１、図４及び図８に示すように、本発明の洗浄機器は、洗浄槽２の下部に装着されて
洗浄槽２から排出された水を収集する集水部４を更に含む。洗浄槽２は集水部４に対し回
転可能に設けられ、集水部４は洗浄槽２を支持する。且つ、集水部４はダンパーを介して
動作可能に筐体１に接続される。洗浄又は脱水時に洗浄槽２と集水部４には震動が発生す
るが、当該震動はダンパーによって吸収される。集水部４は底壁４１及び集水槽４２を含
み、吐水案内部材５の下端が当該集水槽４２内まで延伸している。更に、集水部４には、
集水槽４２内の水を排出する排水機構６が設けられている。
【実施例１１】
【００６０】
　図１に示すように、本実施例の前記底壁４１には側壁４３が設けられている。前記側壁
４３は洗浄槽２の底部を取り囲むように洗浄槽２に向かって延伸し、集水槽４２を規定し
ている。集水槽４２は洗浄水の収集に用いられる。また、集水槽４２の底部には排水機構
６が設けられている。前記洗浄槽２の外側には少なくとも２つの吐水案内部材５が設けら
れており、吐水案内部材５は、それぞれ独立して洗浄槽２の周方向に沿って槽壁上に均一
に分布している。前記吐水案内部材５は縦向きに設置されており、下端が洗浄槽２の槽壁
に沿って洗浄槽２の底部まで下向きに延伸している。且つ、当該端には排水口５３が設け
られており、前記排水口５３が集水槽４２内に位置している。排水口５３から流出した水
は集水槽４２内に落下して、排水機構６から筐体１の外部へと排出される。
【実施例１２】
【００６１】
　本実施例の前記側壁４３は、洗浄槽２が回転して排水する際に集水槽４２内に進入した
水が溢れ出さないとの最低高さを満たす。好ましくは、側壁４３の上端は洗浄槽２の下か
ら１／３の高さを超えず、より好ましくは、側壁４３の上端は洗浄槽の下から１／５の高
さを超えない。
【００６２】
　上記の構造によれば、洗浄槽の高速回転時に上部が偏心することで発生する槽との衝突
が回避されるため、洗浄槽の容積を相対的に増大させられる。
【実施例１３】
【００６３】
　図４及び図８に示すように、本実施例の前記集水部４は槽体構造をなしており、底壁４
１が槽底、側壁４３が周壁となっている。また、前記集水部４はダンパー９を介して洗浄
機器の筐体１に接続されている。好ましくは、槽底に環状の凹溝（図示しない）が設けら
れており、吐水案内部材の下端が当該凹溝内まで延伸している。また、凹溝の最も低い箇
所に排水口が設けられている。上記の構造によれば、洗浄水を案内する際の飛散が防止さ
れるため、集水部からの洗浄水の迅速な排出に有利である。
【実施例１４】
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【００６４】
　図２及び図５に示すように、本実施例では、洗浄槽内の水が槽壁に沿って上昇する際の
速度を上げられるよう、洗浄槽の槽壁２１の内表面を下から上に向かって徐々に洗浄槽２
の中心軸から離間する方向に傾斜させて設けている。好ましくは、傾斜設置の角度を３～
１０°とし、より好ましくは、傾斜設置の角度を５°とする。
【実施例１５】
【００６５】
　図１に示すように、本実施例における前記洗浄槽の吐水口下方の槽壁及び／又は槽底に
は、開閉可能な吐水機構が設けられている。当該吐水機構は、洗浄過程において封止状態
となる。当該構造によれば、まず洗浄槽内の一部の水を排出してから、残りの洗濯物中の
水を洗浄槽の回転時の遠心力を利用して吐水口から導出可能なため、排水及び脱水の速度
が加速する。
【００６６】
　具体的には、前記洗浄槽２の底部に内排水口が設けられている。当該内排水口は集水槽
４２内に位置している。また、集水部４には、当該内排水口の開放／閉止を制御するバル
ブプラグ１１が装着されている。洗浄段階ではバルブプラグ１１が閉止状態となり、脱水
段階ではバルブプラグ１１が開放状態となる。バルブプラグ１１が開放されると、洗浄槽
２内の洗浄水が内排水口から排出されて集水槽４２内に流れ込み、排水機構６によって洗
浄機器の外部へと排出される。
【００６７】
　更に、前記底壁４１にはロック機構１０が設けられている。前記ロック機構１０は洗浄
槽２の底部に位置し、洗浄槽２と係合することで洗浄槽２の回転を規制する。前記ロック
機構１０は、洗浄槽２をロックすることで洗浄槽２の回転を防止可能である。洗浄段階に
おいて、ロック機構１０は洗浄槽２が回転不可能となるようロックする。また、脱水段階
において、ロック機構１０は洗浄槽２が回転可能となるようロックを解除する。
【実施例１６】
【００６８】
　本発明の洗浄機器には、パルセータ洗濯機、ドラム洗濯機、洗濯乾燥一体機、食器機等
の遠心力によって洗浄水を排出する必要のあるその他の機器が含まれる。なお、ドラム洗
濯機の洗浄槽は水平又は斜めに設置されるため、吐水口が位置する上部とは、槽底に対す
る相対的な位置である。
【００６９】
　以上は本発明の好ましい実施例にすぎず、本発明を何らかの形式に限定するものではな
い。本発明については好ましい実施例によって上記のように開示したが、本発明を限定す
るとの主旨ではない。本発明の技術方案を逸脱しない範囲において、当業者が上記で提示
した技術内容を用いて実施可能なわずかな変形或いは補足は、同等に変形された等価の実
施例とみなされ、いずれも本発明の技術方案の内容を逸脱するものではない。また、本発
明の技術的本質に基づいて上記の実施例に加えられるあらゆる簡単な修正、同等の変形及
び補足は、いずれも本発明の方案の範囲内とされる。
【符号の説明】
【００７０】
　１　筐体
　２　洗浄槽
　２１　槽壁
　２２　内層槽壁
　２３　外層槽壁
　２４　開口
　３　動力装置
　４　集水部
　４１　底壁
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　４２　集水槽
　４３　側壁
　５　吐水案内部材
　５１　導水室
　５２　外側ハウジング
　５３　排水口
　５４　ハウジング
　５５　給水口
　６　排水機構
　７　バランスリング
　８　吐水口
　９　ダンパー
　１０　ロック機構
　１１　バルブプラグ

【図１】 【図２】

【図３】
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【図５】

【図６】

【図７】

【図８】
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